
●
●
●
・

●
●
●
●
・

●
■
●
●

●
●
○
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

O
●
●
●
●

●
●
●
O

■
●
●
●
●

●
●
●
・

●
●
■
●
・

■
●
●
●

o
●
●
●
・

・
O
●
●
●
O
●
●

・
o
●
●
●
●
●

●
■
●
．
．

O
o
■
・
．

●
の
●
O

■
θ
●
・
・

●
●
●
●
●

●
・
●
●
●
○

：：：：・hlitil．i：：：：；：；：：：：：：：：：

1・：i：1

　．
　．

：iiii“iiiiiili：1：

　　　　　．

はんど　いん　はんど

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
■

●
●
■
●
O

●
●
●
■

○
●
●
●
●

●
●
■
■

■
●
●
●
●

．
○
●
■
●

●
■
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
■
●
■

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
■
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

■
●
●
●

●
●
●
○
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
■

■
●
●
●

■
●
●
●
●

O
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
■
●

●
●
●
●
●

　　　　　：相互．扶助ンス〒ム，2…．イセ．墨う．∠

％ミ．！＜〃・主備が千一ムを組んご産後の母親た汚の鋤ケ

干し一州いるという言己与一至剛覧んだ」。E本覧たq団’tlta　tしZ知ら
れ3づ多摩二⊃一49Pウンめ“一Yi＝～：ん（43、歳）とOiん（4嘘）のイ士5辱零下』だ㌧

共棚「きα弦庭・母物塚庭上ビから尋伝“にきZぽい，ヒ’佑頼が

99いそう．だ〉。赤ちゃんの入浴かち論罪・易ε濯，寮1吻・勺iEta
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？’…Yる労力観麺狭しZ一説面1莫α三飯2複ケλ四壁
．に曾’分が賞罰）Tし℃ぼしい響け領けた脚数～分たごけイVq

《量が〉労：か彦堤イ共し？もら之お。足りなしγ分な窺）金ご’

．精耳す3イt細み2葭あき。
％こつ。じヒ透’言いたの1；ま’他、之“もなrし、。私『箆㌧Plδんビ・uん・

咳糠観し讐晃留講鵜懐鋼筆甑
’比しClか弓んの寺但加γビこう2y’はないセ辱うノぐもvうだ1うう。しかし・

5・ta．F－tか㍉ご乞助，ta。zlヨ’分の臼罰勧解…みだ〉むゴいいの鳩たヒ

凹凹馨鷺轟含繋慧掌篇傭錫凛黛
だしらう。7はんビ、u人バよん葛垣組織’した：最初画目的陰竜ういう

こヒだ）兄。～乏ろそ3！会邑をふやレ具俸的に准庵②助1瓶い琶豊

あ之もい。頑だヒ璽う．　　・．ごkfis’t’｝っ・円3吟。

　　　　　　　　　　　　：teeeeee
II21111ii！1！lill：i）　ii

le：1：1！ISgl！11！！！！4111！1！11111111111！．ri：d．iiiim．．　．　，一

e　e

IS・

1：’1’11111111111111！111111111111111111！．：e：．：．：e：．：．．：．：．：e：e：．：．：e：！．：．：i：‘



特
集
・
別
ホ
た
父
親
に
乙
そ
子
は
倍
κ
な
の
か
隠
匿
険
阻
織
誤
罐
購

5
・
K
こ
ん
の
手
紙

子
蘭
係
直
な
罫
；
‘
い
、

」
う
㎡
帆
ぷ
三
人
。
家
に
濡
～
い
魂
興
野
η
芝
巽
因
ん
だ
」

　
鮒
盤
囎
し
て
，
δ
ウ
㌣
ヲ
ぐ
［
な
＋
止
十
に
な
り
＝
ま
す
一
尉
岨

噛
螺
傭
舞
醸
論
議
礒
舞
難
馳
憩
離
譲
雛
冨
・
多
・
轟
・
・
金
，
舎
・
ガ
．
＆

雲
華
毒
．
労
働
呼
間
・
時
給
．
要
職
嘗
存
在
す
∂
『
乙
と
』
－
5
秀
2
あ
勇
ぎ
が
な
え
3
よ
う
に
な
。
蒼
じ
望
聖
堂

を
め
他
の
奔
ノ
当
ば
・
．
’
切
．
つ
き
ま
せ
ん
。

の
鷺
幣
歎
錆
灘
露
M
繋
既
退
黄
糠
駅
薪
晶
群
誌
㌍
簾
龍
蘇
序
論
鯵
嬬
鶉
嬉
難
躍
肋
賂

軽
噸
鵜
箆
艶
饗
纂
謬
甥
た
語
薦
議
員
繁
誘
費
・
鞍
壌
勇
略
鱒
落
髪
鰹

各
日
研
淋
し
い
だ
5
う
乙
適
い
ま
す
が
・
A
ヴ
乙
は
．
私
で
い
5
間
は
．
」
親
矛
だ
，
妻
駅
自
分
の
身
の
回
り
御
料
に
な
3
し
．
保
．
険
や
綻
金
択
か
之
ま
す
。

糠
難
蕪
難
聴
羅
懸
羅
糠
鶴
羅
難
難
欝
騰
難
難

業
熊
踵
鰭
乗
出
鑛
舞
建
艦
認
錘
簸
縦
聴
・
・
《
継
続
蛤
整
鰺
鷺

艦
鵜
鞭
熱
讃
聯
繋
繕
蕪
濃
糠
綾
羅
饗
簾

で
δ
仕
方
な
い
し
、
乏
ん
ね
、
ヒ
さ
．
あ
雌
．
た
」
、
†
》
な
カ
、
た
5
、
意
味
が
な
い
ヒ
全
う
の
さ
真
む

君
め
に
な
・
た
り
す
δ
の
は
意
妹
の
有
い
、
、
と
だ
ち
3
餅
原
囚
と
誓
ζ
、
夫
婦
る
な
く
な
・
た

畠
管
δ
院
　
　
　
　
　
　
　
乙
し
2
と
，
計
器
関
係
は
．
知
行
ら
有
い
の
に
実

「
ダ
親
王
親
で
あ
δ
こ
と
⑦
虚
礼
幽
界
じ
な
い
の
『
の
父
親
ポ
子
侠
が
生
ε
～
ゆ
く
為
の
お
金
ε

悉
．
離
深
し
で
天
婦
筆
舌
消
滅
亥
ゆ
．
出
．
。
な
い
の
は
，
誘
τ
い
ゑ
い
ま
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
自
身
の
項
x
甘
り
ひ
．
私
乙
3
鎌
蓬
の
収
λ

5
．
離
瓶
Z
ε
、
親
と
し
Z
の
義
務
は
稟
に
男
姓
サ
乙
し
Z
智
識
で
キ
る
だ
5
う
と
老
ん

　
予
感
に
く
う
し
て
い
る
人
と
比
べ
δ
乙
．
気
分
五
戸
じ
む
い
の
で
し
‘
う
か
．
親
で
あ
う
と
い
う
立

身
落
や
⊃
込
計
キ
0
究
帥
に
が
い
つ
，
な
・
∂
、
へ
く
比
べ
な
い
場
は
4
同
じ
な
の
に
、
な
、
ぜ
碍
鋪
瓢
で
虐
あ
帰
∂
一
私
だ
戊
杁

よ
う
努
カ
レ
τ
い
ま
支
志
望
や
言
葉
る
比
べ

べ
て
号
ね
蒼
5
な
い
．
・
、
藪
現
突
重
苦
重
書
雰
若
萱
あ
の
人
は
．
な
ぜ
野
暮
長
銭
函
掌
独
話
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
州
O
了
・
2
0
蓄
5
滋
肌
a
蝿
（
一

経
垂
頸
鐘
的
Σ
葎
的
に
ξ
芝
繋
餓
鷺
譲
蝶
躯
器
藤
醜



な
い
ほ
こ
り
球
原
因
で
起
こ
5
も
の
で
．
公
専
認
福
祉
が
う
ウ
ら
れ
な
く
な
＆
。
上
の
各
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
成
功
は
，
離
婚
で
究
高
い
勉
強
之
し
ま
し
寵
．

定
†
・
れ
る
程
乙
1
3
な
い
。
漢
オ
薬
乙
痛
碇
か
5
・
中
ぎ
哨
置
生
。
高
校
違
学
亀
乙
う
す
ぐ
。
ず
い
命
、
利
。
に
な
り
ま
し
た
。
父
親
は
．
駐
は

訟
鴫
8
せ
梁
芝
併
用
。
乏
恥
斌
切
れ
＆
と
発
作
が
起
こ
　
し
ば
5
く
は
、
こ
の
ま
・
ま
．
向
「
勢
の
力
る
や
・
　
よ
い
と
い
う
己
の
多
は
あ
，
ま
せ
ん
。
世
の
中
、
い
な

難
無
難
灘
磯
馴
難
懲
　
一
か
己
黙
驚
欝
欝
曝
遡

開
舘
顯
瀦
調
鴬
震
姻
鴫
　
万
．
吼
麟
寒
騒
騒
萄
玖
携
護
両
罰
盤
雛
茸
留
霧
論
議

　
け
乏
ん
な
に
た
い
（
ん
な
ら
エ
V
．
て
ど
ら
ん
な
妻
4
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
斌
．
結
局
．
結
婚
t
年
目
、
別
砒
詰
芝
出
§
δ
う
に
お
ん
5
と
，
い
げ
め
で
や
3
う
と
。
チ
キ
」

知
－
一
合
い
の
調
r
停
秀
ロ
貝
に
言
わ
れ
、
養
育
費
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
キ
リ
、
い
や
冴
左
言
い
．
小
馬
鹿
に
す
る
こ
の
で

鯵
擁
罫
郷
離
駿
難
凝
撫
輿
鞭
劔
熱
講
纏
弗
臓
離
離
榔
猷
蘇
簾
曜
離

礁
廼
蕪
蹄
蕊
冨
5
．
愚
だ
鵠
鞍
続
穰
籍
誌
解
、
爺
あ
り
ま
せ
ん
が
．
　
（
零
．
福
岡
）

繰
欝
鞭
踏
難
鶉
灘
雛
鑛
難
敵
罫
難
灘
灘
難
灘
柵
喧

編｝

ヨ
皷
�
ﾍ
血
腫
屯
顔
な
じ
冴
の
両
娼
机
さ
，
伍

ん
乙
い
る
。
「
お
A
里
ε
借
り
る
な
ん
て
、
を
ん
な

み
．
と
乙
な
い
、
・
と
は
，
や
め
Z
く
れ
P
と
、
覆
は

宅
・
λ
地
労
で
1
8
．
艶
麗
棒
の
為
に
・
識
’
な
お
に

る
人
言
す
頑
自
分
の
洋
眼
1
3
莉
慌
し
Z
ε
．
子

堕
に
は
可
乙
し
δ
う
と
は
し
な
い
の
塾
す
み
こ
ん

イ
　
　
　
　
　
ィ

な
男
だ
か
B
、
別
れ
て
本
当
に
良
か
，
た
と
恩
う

て
い
ま
魂

　
私
の
人
生
㍗
噛
溜
石
の
な
へ
敗
は
結
凶
囎
む
．
噛
番

、
的
わ
」

沢
号
は
，
一
2
月
・
－
月
．
A
W
併
，
苔

む
し
．
1
月
に
お
届
O
し
ま
宕
㌔




